
バイオマス事業化戦略の概要
～ 技術とバイオマスの選択と集中による事業化の推進

～

〔平成24年9月バイオマス活用推進会議〕

| 1基本的考え方】

※持続可能性基準による考慮を
していない。

Ill技術のロードマッ
プと事業化モデル

※実用化とは、技術的な評価で、

事業化には諸環境の整備が必要。

〇震災 ・ 原発事故を受け、地減のパイオマスを活用した自立・分散型エネルギー供給体制の強化が重要な課題
〇多種多様なバイオマスと利用技術がある中で、どのような技術とパイオマスを利用すれば事業化を効果的に推進できるか
が明らかでない

0バイオマス活用推進基本計画の目標達成に向け、コスト低減と安定供給、持続可能性基準を踏まえつつ、技術とパイオマ
スの選択と集中によるパイオマス活用の事業化を重点的に推進し、地域におけるグリーン産業の創出と自立・分散型エネル
ギー供給体制の撞化を実現していくための指針として「バイオマス事業化戦略」を策定

電力利用可能量

燃料利用可能量
（原油換算）

温室効果ガス
削減可能量

エネル塁警盈言字瓢こ場合 I I エネ）？：門誓は：場合 I 
約130億kWh 約220億kWh

（約280万世帯分） （約460万世帯分）

約1,180万kl 約1,850万kL
（ガソリン自動車約 1,320万台分） （ガソリン自動車約2,080万台分）

約4,070万t-C02 約6,340万t-C02
（我が国の温室効果ガス排出量の約3.2％相当） （我が国の温室効果ガス排出量の約5.0％相当）

〇多種多様なバイオマス利用技術の到達レベルを評価した技衛ロードマップを作成し、事業化に重点的に活用する実用化
技術とパイオマスを整還。

［技術……•メタン発酵・堆肥化、直接燃燒、固形燃料化、液体燃料化
パイオマス…木買、食品廃棄物、下水汚泥、家畜排せつ物等 ］ 

〇上記の実用化技術とバイオマスを利用した事業化モデルの例（タイプ、事業規模等）を提示。

可基本戦略
■コスト低減と安定供給、持続可能性基準を踏まえつつ、技術とバイオマスの選択と集中による事業化の重点的な推進
■関係者の連携による原料生産から収集·運搬、製造·利用までの一貫システムの構築（技術（製造）、原料（入口）、販路（出口）の最適化）
■地域のバイオマスを活用した事業化推進による地誡産業の創出と自立•分散型エネルギー供給体制の強化
■投資家・事業者の参入を促す安定した政簑の枠組みの提供

農林水産省大臣官房／Minister's Secretariat. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries. 

参考



■ 事業化に重点的に活用する実用化技術の評価

■ 産学官の研究機関の連携による実用化を目指す技術の開発加速化（セルロース系、藻類等の次世代技術、資源植物、バイオリファイナリー 等）

〉出口戦略（需要の創出拡大） I 
■ 固定価格買取制度の積極的な活用

■ 投資家·事業者の参入を促すバイオマス関連税制の推進

■ 各種クレジット制度の積極的活用による温室効果ガス削減の推進

■ バイオマス活用施設の適切な立地と販路の確保

■ 高付加価値の製品の創出による事業化の推進

I 亘亘豆〉個別重点戦略 I 
①木質パイオマス
• FIT制度も活用しつつ、未利用間伐材等の効率的な収集・運搬システム

構築と木質発電所等でのエネルギー 利用を一体的 ・ 重点的に推進
・ 製材工場等残材、建設発生木材の製縁原料、ポード原料やエネルギー

等への再生利用を推進
②食品厩棄物

FIT制度も活用しつつ、分別回収の徹底•強化と、バイオガス化、他のパ
イオマスとの混合利用、固体燃料化による再生利用を推進

③下水汚泥
・ 地域のバイオマス活用の拠点として、FIT制度も活用しつつ、バイオガス化、
食品廃棄物等との混合利用、固形燃料化による再生利用を推進

④家畜緋せつ物
• FIT制度も活用しつつ、メタン発酵、直接燃焼、食品廃棄物等との混合

利用による再生利用を推進
⑤パイオ燃料

・ 品質面でか安全•安心の確保や石油業界の理解を前提に農業と一体となっ
た地減循環型バイボ慧料利用の可能性について具体化方籟を検討

・ バイオディーゼル燃料の税制等による低濃度利用の普及や高効率•低ゴ刀ヽ
生産システムの開発

・ 産学官の研究機関の連携による次世代パイオ燃料製造技術の開発加速化
展杯水産省大臣官房／M in ister's Secretariat. M in istry of Agriculture, Forestry and Fisheries. 

I戸入口戦略（原料調達） I 
■ バイオマス活用と一 体となった川上の農林業の体制整備（未利用間伐材等

の効率的な収集 ・ 運搬システムの構築等）

■ 広く薄く存在するバイオマスの効率的な収集・遍搬システムの構築（バイオマ

ス発電燃料の廃棄物該当性の判断の際の輸送費の取扱い等の明確化等）

■ 高バイオマス量·易分解性等の資漏用作物・植物の開発

■ 多様なバイオマス資源の混合利用と廃棄物系の撒厩利用

〉総合支援戦略 I 置
■ 地域のバイオマスを活用したグリーン産業の創出と地域循環型エネルギーシ

ステムの構築に向けたバイオマス 産業都市の構築（バイオマスタウンの発展·

高度化）

■ 原料生産から収集 ・ 運搬、製造•利用までの事業者の連携による事業化の

取組を推進する制震の検討（農林漁業バイオ燃料法の見直し）

■ プラント・エンジニアリングメーカーの事業運営への参画による事業化の推進

戸海外戦略
■ 国内で我が国の技術とバイオマスを活用した持続可能な事業モデルの構築

と、国内外で食料供給等と両立可能な次世代技葡の開発を進め、その技術や

ビジネスモデルを基盤にアジアを中心とする海外で展開

■ 我が国として、関係研究機関 ・ 業界との連携の下、持続可能なバイオマス利

用に向けた国際的な基準づくりや普及等を積極的に推進
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